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し
ば
ら
く
疑
問
を
至
し
て
つ
い
に
明
証
を
出
だ
す

 

（『
信
巻
』「
別
序
」）

1

　
本
来
な
ら
ば
『
親
鸞
教
学
』
百
一
号
の
「
親
鸞
と
法
然
と
の
出
遇
い
（
上
）」
に
続
い
て
（
下
）
を
掲
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
『
教
行
信
証
│
そ
の
構
造
と
核
心
│
』（
法
藏
館
）
に
既
に
発
表
済
み
で
あ
る
し
、『
親
鸞
教
学
』
百

二
号
に
も
真
宗
学
会
大
会
の
講
演
録
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、（
下
）
の
内
容
は
そ
れ
に
替
え
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
こ
こ
で
は
最
近

考
え
て
い
る
こ
と
を
執
筆
し
て
み
た
い
。
そ
の
た
め
論
文
と
し
て
は
（
上
）（
下
）
の
形
に
な
っ
て
い
な
い
が
ご
容
赦
い
た
だ
き
た
い
。

一
　
善
鸞
事
件
以
降
の
親
鸞
の
思
想
的
な
課
題

　
親
鸞
の
『
教
行
信
証
』
は
、
七
十
五
歳
の
時
に
弟
子
の
尊
蓮
に
書
写
が
許
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
頃
に
は
一
応
完
成
し
て

お
り
、
主
た
る
門
弟
達
の
間
で
は
そ
れ
が
読
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
第
二
作
目
は
『
浄
土
和
讃
』『
高
僧
和
讃
』
で
あ
り
、
難
し

い
『
教
行
信
証
』
の
内
容
を
歌
に
し
て
、
田
舎
の
人
々
に
伝
え
よ
う
と
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
『
教
行
信
証
』
と
浄
土
・
高

僧
の
和
讃
と
は
同
時
に
構
想
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
親
鸞
の
第
一
期
の
著
作
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
の
ほ
か
の
膨
大
な
著
作
は
、

ほ
と
ん
ど
が
八
十
歳
以
降
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
特
に
八
十
三
歳
以
降
に
、
第
二
期
の
著
作
期
と
言
っ
て
も
い
い
ほ
ど
集
中
し
て

親
鸞
晩
年
の
回
向
論

延
　
　
塚
　
　
知
　
　
道
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「
曽
我
量
深
に
お
け
る
清
沢
満
之
と
の
値
遇
の

意
義
│
そ
こ
に
明
ら
か
に
な
る
も
の
│
」

 

博
士
課
程
一
回
生
　
村
上
良
顕

「
閉
鎖
的
信
仰
の
超
克
│
曽
我
量
深
の
三
願
転

入
の
思
索
を
通
し
て
│
」

 

博
士
課
程
一
回
生
　
上
島
秀
堂

編
　
集
　
後
　
記

　
『
親
鸞
教
学
』
一
〇
三
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

本
来
な
ら
ば
、
二
〇
一
三
年
度
内
に
刊
行
せ
ね

ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
、
年
度
を
ま
た
い
で
の
刊

行
と
な
り
ま
し
た
。
皆
様
に
深
く
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　
本
号
の
掲
載
論
文
は
、
延
塚
知
道
教
授
に
よ

る
「
親
鸞
晩
年
の
回
向
論
」、
加
来
雄
之
教
授

に
よ
る
「『
大
無
量
寿
経
』
に
お
け
る
「
難

し
」
の
思
想
（
下
）
│
│
伝
承
の
難
・
己
証
の

難
│
│
」、
水
島
見
一
教
授
に
よ
る
「
大
谷
大

学
の
学
的
精
神
│
│
清
沢
満
之
・
村
上
専
精

│
│
」
の
三
本
で
す
。

　
以
上
の
論
文
に
加
え
、
連
載
中
の
金
子
大
榮

先
生
の
講
義
「『
教
行
信
証
』
の
諸
問
題
」
お

よ
び
安
田
理
深
先
生
の
講
義
「
願
生
論
」
の
筆

録
を
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
御
味
読
く

だ
さ
い
。

　
「
真
宗
学
」
と
は
い
か
な
る
学
か
。

　
本
号
掲
載
の
講
義
録
「『
教
行
信
証
』
の
諸

問
題
」
に
お
い
て
、
金
子
先
生
は
親
鸞
の
学
的

精
神
を
「
退
一
歩
の
精
神
」
と
押
さ
え
ら
れ
て

い
る
。一

歩
退
い
て
、
身
に
引
き
当
て
て
考
え
て

み
る
。
法
然
上
人
の
教
え
は
非
常
に
あ
り

が
た
い
が
、
本
当
に
あ
の
通
り
な
の
だ
ろ

う
か
。
本
当
に
親
鸞
、
お
前
も
心
か
ら
あ

の
通
り
に
思
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か

と
。
こ
う
退
一
歩
し
て
、
そ
の
退
一
歩
と

い
う
こ
と
が
、
本
当
に
そ
れ
で
納
得
し
て

一
生
を
送
れ
る
か
、
そ
れ
で
身
に
付
く
か

と
い
う
そ
れ
が
退
一
歩
の
精
神
で
あ
り
ま

す
。

　
講
義
の
中
で
金
子
先
生
は
、
曽
我
先
生
が
お

亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
こ
と
に
言
及
し
、「
い

ま
さ
ら
自
分
と
し
て
も
考
え
直
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
も
の
が
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

金
子
先
生
自
身
、
親
鸞
の
学
的
精
神
に
触
れ
、

そ
の
こ
と
か
ら
自
ら
の
学
び
を
問
い
直
し
つ
つ
、

講
義
に
の
ぞ
ま
れ
て
い
る
。

　
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
か
も
し
れ
な
い
が
、

そ
の
学
び
の
あ
り
方
は
、
持
論
の
正
当
性
を
主

張
す
る
あ
り
方
や
、
師
説
と
同
じ
問
題
関
心
や

見
解
を
持
た
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
義
務
感
に

責
め
ら
れ
る
あ
り
方
、
ま
た
、
一
末
学
の
私
見

を
絶
対
視
し
権
威
化
し
て
い
く
あ
り
方
と
は
異

な
る
学
び
の
あ
り
方
で
あ
る
。

　
真
宗
学
の
み
な
ら
ず
学
問
全
般
に
お
い
て
、

問
い
に
学
ぶ
こ
と
の
重
要
性
は
し
ば
し
ば
語
ら

れ
る
こ
と
だ
が
、
少
な
く
と
も
、
結
論
の
羅
列

の
み
で
一
言
の
問
い
も
発
せ
ら
れ
る
こ
と
の
な

い
学
び
は
、
親
鸞
の
学
と
は
質
を
異
に
す
る
学

び
と
言
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。

　
本
号
を
通
読
す
る
中
で
、
真
宗
学
の
あ
り
方

に
対
し
、
事
あ
ら
た
め
て
大
切
な
課
題
を
い
た

だ
い
た
思
い
で
あ
る
。 

（
文
責
　
西
本
）
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大
谷
大
学
真
宗
学
会
会
則

（
名
称
及
び
事
務
所
）

第
一
条
　
本
会
は
大
谷
大
学
真
宗
学
会
と
称
し
、

事
務
所
を
大
谷
大
学
（
京
都
市
北
区
小
山
上

総
町
二
二
）
に
置
く
。

（
目
的
）

第
二
条
　
本
会
は
真
宗
学
の
研
究
及
び
公
開
を

目
的
と
す
る
。

（
事
業
）

第
三
条
　
本
会
は
次
の
事
業
を
行
う
。

㈠
　
大
会

㈡
　
例
会

㈢
　
機
関
誌
『
親
鸞
教
学
』
の
刊
行

㈣
　
研
究
旅
行

㈤
　
そ
の
他
必
要
な
事
業

（
会
員
）

第
四
条
　
本
会
は
次
の
会
員
を
も
っ
て
組
織
す

る
。㈠

　
正
会
員
　
大
谷
大
学
真
宗
学
専
攻
の

大
学
院
及
び
文
学
部
学
生

㈡
　
特
別
会
員
　
大
谷
大
学
真
宗
学
科
教

員
㈢
　
賛
助
会
員
　
本
会
の
趣
旨
に
賛
同
す

る
者

（
役
員
）

第
五
条
　
本
会
に
次
の
役
員
を
置
く
。

㈠
　
会
　
長

㈡
　
評
議
員

㈢
　
事
務
局
委
員

第
六
条
　
会
長
は
特
別
会
員
よ
り
互
選
し
、
本

会
を
代
表
し
て
会
務
を
統
理
す
る
。
任
期
は

一
年
と
す
る
。
但
し
再
任
を
妨
げ
な
い
。

第
七
条
　
評
議
員
は
正
会
員
よ
り
互
選
し
、
本

会
の
運
営
・
活
動
に
必
要
な
事
項
を
審
議
す

る
。
委
員
の
任
期
は
一
年
と
す
る
。
た
だ
し

再
任
を
妨
げ
な
い
。

第
八
条
　
事
務
局
委
員
に
は
、
特
別
会
員
が
こ

れ
に
あ
た
り
、
会
務
・
会
計
・『
親
鸞
教

学
』
編
集
等
の
事
務
を
掌
理
す
る
。
委
員
の

任
期
は
一
年
と
す
る
。
た
だ
し
再
任
を
妨
げ

な
い
。

二
、『
親
鸞
教
学
』
編
集
委
員
は
、
掲
載
論
文

の
査
読
等
、
学
術
研
究
の
推
進
と
、
そ
の
成

果
の
公
開
に
必
要
な
業
務
を
行
う
。

（
経
費
）

第
九
条
　
本
会
の
経
費
は
会
費
及
び
そ
の
他
の

収
入
に
よ
る
。
会
費
に
つ
い
て
は
別
に
定
め

る
。

（
年
度
）

第
十
条
　
本
会
の
年
度
は
毎
年
四
月
一
日
に
始

ま
り
、
翌
年
三
月
三
十
一
日
に
終
る
。

（
規
約
の
変
更
）

第
十
一
条
　
本
会
則
の
変
更
は
評
議
員
の
会
議

に
附
し
、
総
会
の
二
分
の
一
以
上
の
承
認
を

受
け
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
。
但
し
総
会
の

成
立
は
特
別
会
員
・
正
会
員
数
の
三
分
の
一

以
上
の
出
席
を
必
要
と
す
る
。

附
則
①
　
こ
の
会
則
は
、
一
九
六
二
（
昭
和
三

十
七
）
年
四
月
一
日
よ
り
実
施
す
る
。

　
　
②
　
二
〇
〇
六
年
十
一
月
八
日
一
部
改
正
。
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